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第 1 令和 2年度 (2020年 度)予算編成について

予算編成の背景

我が国の経済の状況は、緩やかな回復基調が続いてお り、先行きについては、雇用

。所得環境の改善が続 くなかで、各種政策の効果 もあつて緩やかな回復が続 くことが

期待 される。

こうした中、政府は、 「経済財政運営 と改革の基本方針 2019」 を令和元年 (2

019年 )6月 に閣議決定 し、当面の経済財政運営 として、成長を持続 し、経済再生

と財政健全化の好循環を実現 してい くため、適切な物的 。人的投資の一層の喚起等に

よつて潜在成長率を引上げるとともに、賃上げなど所得向上に向けた取組や地方での

好循環の前向きな流れを確実にする取組等を通 じて成長 と分配の好循環の拡大を目指

し、全世代型社会保障の推進や国の財政の持統可能性を見据えた取組等によつて、将

来に対する不安に対応するとした。

国の令和 2年度 (2020年 度)予算編成においては、消費税率引上げの需要変動

に対する影響の程度や最新の経済状況等を踏まえ、歳出改革の取組を継続す る方針 と

は別に、臨時・特例の措置を講ずることとし、その具体的な内容については、令和 2

年度予算の編成過程において検討するとした。

また、経済財政一体改革を着実に推進す るとともに、新経済 。財政再生計画で定め

る目安に沿つた予算編成を行い、次世代型行政サー ビスヘの変革、 「見える化」の徹

底・拡大などの国民各層の意識改革や行動変容につながる歳出改革等に向けた取組ヘ

の予算の重点配分を推進す るとし、 PDCAサ イクルの実効性を高めるため、全ての

歳出分野において行政事業 レビューを徹底的に実施するとともに、 EBPM(証 拠に

基づ く政策立案)を推進 し、予算の質の向上 と効果の検証に取 り組む とし、一般会計

予算の規模は、 102兆 6, 580億 円となつている。

本市の財政状況は、平成 30年度 (2018年 度)決算では経常収支比率が 84.

4%と な り前年度に比べ 0.6ポ イン ト悪化 した。 これは、法人市民税等の経常一般

財源が増加 したものの、扶助費等に充当される経常一般財源が大幅に増加 したことに

よるものであ り、経常経費については依然 として増加が続いている。

昨今の世界経済における通商問題の動向により国内の経済動向も大きく変動する可

能性があ り、消費税率引上げ後の景気後退による企業の需要変動や設備投資の減少が
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懸念 されるなど、依然 として先行きが不透明な状況 となっている。

あわせて、税制改正による法人市民税の税率引き下げの影響を含めて、市税を安定

して見込むことは困難であ り、また、インフラ施設を含めた公共施設の老朽化に伴 う

維持補修費や高齢化の進展に伴 う社会保障経費の増等による経常経費の増加や将来の

まちづ くりを見据えた大規模建設事業の増加により、近年、財政調整基金を取 り崩 し

た予算を編成 してお り、今後においても、厳 しい財政状況 となることが懸念 される。

そのため、事業の効果、必要性、緊急性についてゼロベースで検証 。点検を行 うと

ともに、施策評価の結果等を精査 した うえで、当初の 目的を達成 した事業の廃止や類

似 した事業の統合、官民の役割分担の見直 しによる事業の民営化など、事務事業を厳

しく見直 し、経費全般の節減 と合理化を進めるとともに、働き方改革行動計画に基づ

き、職員の意識改革を推進 し、業務の効率化を進めることで、経常経費等の抑制・削

減を図 り、長期的な展望に立った財政運営に努める必要がある。

令和 2年度 (2020年 度)予算編成にあたっては、第 6次総合計画の五つの理念

と 6分野・ 38の めざすまちの姿の実現を目指 し、行政資源の効果的な活用 と各施策

の着実な展開を図るとともに、本市を取 り巻 く環境において東京オ リンピック・パラ

リンピックの開催、アジア競技大会の開催、 リニア中央新幹線の東京・名古屋間の開

通、西知多道路、中都国際空港の二本 目滑走路を始めとす る機能強化に向けた動き等

により、今後、人やモノの流れが大きく変わる大型プロジェク トが予定 されているこ

とか ら、長期的展望に立ち、ハー ド・ ソフ ト両面 とも将来的な投資効果が見込まれ、

かつ、より市民満足度の向上につながるよう、次に掲げる方針に沿つた事務事業に対

し優先的に予算措置することとした。

・鉄道駅周辺を中心 とした拠点の整備 と、西知多道路の整備促進に合わせた周辺地

域の土地の有効活用につながる事業

・産業振興 とにぎわい拡大、インバ ウン ド (訪 日外国人旅行)を 中心 とした観光誘

客による交流人 口拡大を市内全域に広げ、まちの魅力や活力を高める事業

。安心 して子 どもを産み、育て、また、女性が社会進出できるよう、総合的な女性

の活躍支援につながる事業

。だれもが健康で生きがいのある生活の実現につながる事業

・将来を見据えた、まちづ くりに必要 となる人材の育成 と、子 どもたちが夢 と希望

を育む環境を充実 させる事業
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・市民の防災・減災意識の高揚を図るとともに、 「 1 0 0 11ul1/h安心プラン」の推進

など、自然災害に対するハー ド・ ソフ トの両面か ら防災力を高めていく事業

・公共施設等の長寿命化・複合化 (統廃合 )・ 広域化及び民間活力の活用など、効

果的・効率的な公共施設等の運営につながる事業

また、将来にわたる持続可能なまちづ くりのため、財政基盤を強化 してい くことが

必要であることから、歳入では、国県補助金に関する情報収集や手数料等の受益者負

担の適正化等に努めるなど、財源の確保を積極的に行 うこととし、歳出では、施策等

の評価を踏まえて、職員 自らが事務事業の有効性を判断 し、良好な市民サー ビスの提

供 と市民満足度の向上につなげていけるよう事務事業の改革及び業務改善を実施 して

いくものとする。

予算の概要

1 総 括

(1)総計予算主義の原則を踏まえ、現段階で見込める年間を通 した歳入歳出予算

を編成 した。

(動 総合計画の五つの理念 と 6分野・ 38の めざすまちの姿の実現に向け、総合

戦略に掲げる六つの基本 目標に基づき、長期的展望に立ち、より市民満足度の

向上につながる事務事業を展開していくこととした。

偲)将 来にわたる持続可能なまちづ くりのため、財政基盤を強化 していくことか

ら、事業実施に当たつては、国県補助金の確保、受益者負担の適正化、事務事

業の合理化及び効率化に努めるとともに、各施策に対する貢献度により事業の

優先順位を精査 し、経常経費の削減を行つた。

傲)予 算規模は、一般会計、特別会計及び企業会計の全会計単純合計 (企業会計

は支出予算)は 、 682億 7, 485万 円で、前年度当初予算に対 し 7。 9パ

ーセン トの増であ り、この うち一般会計は 440億 1, 300万 円で、前年度

当初予算に対 し 1.9パ ーセン トの増である。
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2 歳 入

(1)市税については、法人市民税において税率の改正等による減収が見込まれる

が、固定資産税において企業等の新規設備投資の増による増収等を見込み、市

税全体では前年度に封 し 0。 7パーセン ト増の 275億 1, 953万 円を計上

した。

(2)地方譲与税は、森林環境譲与税及び自動車重量譲与税の増を見込み、前年度

に対 し2.4パ ーセン ト増の 3億 7, 520万 円を計上 した。

(3)利子割交付金は、交付の基準 となる県民税利子割交付額の減を見込み、前年

度に対 し54.5パ ーセン ト減の 1, 500万 円を計上 した。

他)配 当割交付金は、交付の基準 となる県民税配当割交付額の増を見込み、前年

度に紺 し 1,0パ ーセン ト増の 9, 900万 円を計上 した。

(5)株式等譲渡所得割交付金は、交付の基準 となる県民税株式等譲渡所得割交付

額の減を見込み、前年度に対 し 39。 1パーセン ト減の 6, 700万 円を計上

した。

(6)法人事業税交付金は、地方法人特別税・譲与税制度の廃止により、法人市民

税の減収分の補てんとして法人事業税の一部を県か ら市へ交付する制度が創設

されたもので、 9, 800万 円を計上 した。

17)地方消費税交付金は、令和元年 (2019年 )10月 か らの消費税率等の引

上げにより、交付の基準 となる県の地方消費税交付額の増を見込み、前年度に

対 し4.8パ ーセン ト増の 21億 2, 600万 円を計上 した。

18)環境性能割交付金は、交付の基準 となる県の交付額の増を見込み、前年度に

対 し76.9パ ーセン ト増の 4,600万 円を計上 した。

(釧 地方特例交付金は、幼児教育・保育の無償化に係 る国庫負担 として創設 され

た子 ども・子育て支援臨時交付金の皆減等を見込み、前年度に対 し27.6パ

ーセン ト減の 1億 5,400万 円を計上 した。

QO 使用料及び手数料は、幼児教育・保育の無償化に伴 う保育園使用料 (通常保

育分)の減等を見込み、前年度に女、すし 16.0パ ーセン ト減の 7億 8, 103

万円を計上 した。

Qけ  国庫支出金は、施設型給付認定こども園等給付費負担金や新制度未移行幼稚

園等利用給付費負担金の増等を見込み、前年度に対 し5,7パ ーセン ト増の 6
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0億 1, 422万 円を計上 した。

t2 県支出金は、認定こども園整備費補助金の減等により、前年度に紺 し0,8

パーセン ト減の 24億 3, 491万 円を計上 した。

10 財産収入は、太田川駅周辺土地区画整理事業区域内の普通財産の売却及びホ

テル等誘致用地の土地貸付料の増等により、前年度に対 し 15.5パ ーセン ト

増の 2億 4, 383万 円を計上 した。

1141 繰入金は、大規模施設整備事業基金の公園 。緑地整備基金及び鉄道駅周辺整

備基金から 1億 2, 476万 円、財政調整基金か ら災害復旧費及び緊急に実施

を要する大規模建設事業に 6億 4, 000万 円の繰 り入れ等を予定 し、前年度

に対 し 1.9パ ーセン ト減の 10億 8, 257万 円を計上 した。

1151 市債は、緑陽公園整備事業に伴 う公園整備事業債及び養父森岡線街路整備事

業や新駅周辺等整備事業に伴 う街路整備事業債の増等により、前年度に射 し 1

3.8パ ーセン ト増の 11億 4, 220万 円を計上 した。

3 歳 出

総合計画の五つの理念 と6分野・ 38の めざすまちの姿の実現を図るとともに

総合戦略に掲げている六つの基本 目標において重点的に取 り組む施策について積

極的に展開することとした。

(1)健康 。福祉 。子育て

市民の健康づ くりの支援 として、健康メニューの開発・提供などを実施する

トマ ト健康プロジェク ト事業では、新たに野菜摂取量推定システムを活用 した

食事指導をすることとした。また、今後の健康施策への利活用の検討を行 うた

め、小中学生の健康診断結果をデータ化 し、健康管理情報システムに取 り込む

こととした。 自発的に健康づ くりに取 り組む高齢者を増やすため、市が誘致 し、

新設 される民間健康増進施設 も対象 とし、高齢者が利用する施設の利用料金を

一部助成す ることとした。疾病の早期発見に努め重症化を予防するため、 16

歳か ら39歳 の者に健康診査を行 うとともに、 20歳 から35歳 までの 5歳刻

みの封象者に歯周病検診を行 うこととした。また、後期高齢者健康診査受診者

の うち、糖尿病に関する数値が基準を超える者に対 し、保健指導等を行 うとと

もに、低栄養に陥る危険性のある者に対 して栄養士による訪問支援を行 うこと

とした。
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高齢者の地域での支えあいを推進するため、地域支えあいの取組の維持、推

進のために活動団体に対 し交付金の交付を引き続き実施 し、町内会 。自治会又

はコミュニティが開催する地域敬老行事に対 し交付金を引き続き支給すること

とした。

高齢者の介護者を支援するため、認知症高齢者を介護する家族に連絡先等を

印字 したシールを配布 し、更なる早期発見を図るとともに、認知症高齢者等が

鉄道事故等の原因 とな り、賠償責任を問われた場合の経済的負担を軽減するた

め、保険に加入することとした。また、医師や保健師等で構成する認知症初期

集中支援チームを社会福祉協議会に引き続き設置するとともに、同チームの円

滑かつ適正な運営を図るための検討委員会を引き続き開催することとした。高

齢者が住み慣れた地域での生活を継続できるよう、高齢者あんしん見守 り登録

制度を推進するとともに、老人相談員による訪問活動等を行い、生活相談や必

要なサー ビスを提供する高齢者ネ ットワークセンタとを引き続き設置すること

とした。

障害者の相談支援のために、社会福祉法人等に配置 した専門相談員による障

害者の地域生活の構築 。継続的な見守 りを引き続き行 うとともに、就労 した知

的障害者の相談支援を新たに実施することとした。また、障害児の生活支援の

ために、身体・知的の障害に対応 した専門相談員を増員することとした。

子育て支援の充実のため、民間団体が新たに 1箇所開設する予定の放課後児

童クラブの運営費及び事業費に対 して補助することとした。また、子 ども医療

助成の対象を拡大 し、新たに 18歳 までの高校生等及び 24歳 までの大学生等

の入院医療費を助成することとした。

仕事 と育児の両立支援 として、公立西知多総合病院での病児・病後児保育を

引き続き実施するとともに、小学校の授業終了後の生活 と学習支援のため、放

課後児童健全育成事業を引き続き実施することとした。

妊娠期から子育て期までの切れ 目のない支援 として、安心 して出産、育児が

できる環境を整備 し、初めて子育てをする育児休業中の親に対 して育児や職場

復帰に対する不安を軽減するため、講座を開催するとともに、産前産後サポー

ト事業 として妊娠中や産後の健康管理や授乳相談、育児の助言、妊産婦同士の

交流をサロン形式で引き続き実施することとした。
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大田保育園の移転新築に必要な用地を取得 し、実施設計を行 うとともに、待

機児童対策を図るため、引き続き小規模保育事業を整備する事業者に対 し保育

所等整備費を補助することとした。また、加木屋南児童館の外壁改修・屋上防

水改修工事を行 うこととした。

(2)人 づ くり 。心そだて

子 どもたちにとつて楽 しい学校をつ くるため、学校教育では、グローバルな

視点か ら、特に若い世代が国際的に活躍できるよう、中学生をオース トラリア

に引き続き派遣 し、国際感覚を養 う体験学習を実施するとともに、社会性を育

む体験学習をとお した学びの充実 として、沖縄の自然や文化に触れ平和につい

て学び、姉妹都市である沖縄市の中学生 との交流を行 うため、沖縄体験学習を

引き続き実施することとした。児童生徒が使用する一人一台端末の将来的な導

入に向けて、 ICT機 器を活用 した学習活動ができるよう教員のスキルアップ

に必要な研修等の支援を行 うこととした。また、不登校封策を充実するため、

教育分野に関する知識に加 えて、社会福祉等の専門的な知識を有するスクール

ノーシャルワーカーを配置す ることとした。既存プールの老朽化に伴 うプール

管理負担の軽減等のため、検証結果を踏まえ、明倫、富木島、船島、大田、加

木屋南小学校の水泳授業について、民間施設のプールを活用することとした。

東 日本大震災の経験を学ぶ防災教育の一環 として、小学生を釜石市へ派遣 し、

交流等を行 うこととした。

施設整備については、名和中学校の屋内運動場の床改修工事を実施するとと

もに、緑 I易小学校、明倫小学校の屋内運動場の非構造部材改修工事を行 うこと

とした。また、今後の児童数の増加により教室数が不足する見込みのため、大

田小学校校舎増築の基本設計等を実施することとした。

学習習慣を身につけ基礎学力を向上させ るため、中学生を姑象に、学習する

場 として、新たにしあわせ村 を追加 し、学習支援教室を実施することとした。

青少年が健全で心豊かに成長できる環境をつ くり、少年非行の事前予防や青

少年の健全育成をより重点的に推進するため、少年補導センターを青少年育成

セ ンターに変更するとともに、問題傾向のある青少年に対 し、居場所を提供す

るため、ふれあい活動事業を展開することとした。また、子 どもたちの科学技

術や ものづ くりに対する興味 。関心を引き出し、創造性豊かな人材を育成する
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ため、少年少女発明クラブが実施する事業への補助を引き続き実施す ることと

した。

楽 しみや生きがいを感 じるまちをつ くるため、老朽化 した公民館や市民館に

ついて、上野公民館の空調機及び外壁改修工事を実施するとともに、加本屋市

民館の トイ レ改修工事を実施することとした。

だれもが気軽にスポーンを楽 しむ元気なまちをつ くるため、生涯を通 じた運

動習慣づ くりの推進 として、広 く市民にスポーツの機会を提供 し、スポーツの

体験、技術の向上、健康増進を図るため、スポーツクラブ東海が実施する事業

への補助を引き続 き実施することとした。また、太 田川駅周辺の新たなにぎわ

いの資源 とするため、東海市ハーフマラノンを引き続き開催することとした。

施設整備では、新宝緑地運動公園の返還に伴 う代替施設 として、上野台公園

や加木屋球場のグラウン ド等の改修や駐車場の増設をすることとした。

文化に親 しみ心豊かなまちをつ くるため、芸術劇場でオーケス トラなどの鑑

賞事業を引き続き実施するとともに、子 どものオーケス トラの活動を充実させ

るため、活動に必要な楽器を新たに購入することとした。子 どものオーケス ト

ラや児童合唱団、出会いの教室などのワークシ ョップ等を実施することで、文

化芸術指導を受ける機会を引き続き提供することとした。

郷上の歴史や文化を大切に継承するため、芸術劇場内の W要鳴広場を拠点 とし

て、特別展示を含めた各種講座を開催 し、全国各地の偉人・先人の教えを引き

続き発信するとともに、細井平洲先生の功績を広 く周知するため、童門冬二氏

が著 した書籍を購入 し、公共施設等に配布することで遺徳顕彰を行 うこととし

た。また、緑 [易公園予定地内の太佐山高射砲陣地跡の戦争遺跡の保存・活用を

図るため、調査を実施することとした。

(3)環境・市民生活

空気がきれいで住みやすい環境を保全す るため、大気汚染 自動測定器の更新

を行 うとともに、市民への環境意識の向上を図 り、低炭素社会の実現をめざす

ため、住宅用地球温暖化対策設備の整備に対 して、引き続き補助することとし、

補助対象設備に新たに高性能の外壁等を加 えた。

生活排水を適切に処理するため、下水道の整備では、引き続き浄化センター

の長寿命化や耐震化工事を実施するとともに、名和前ポンプ場及び元浜ポンプ
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場の長寿命化や耐震化工事を実施することとした。また、下水道面整備事業で

は、名和町蓮池始め 12地 内 7工区を予定 し、令和 2年度 (2020年 度)末

の人口普及率は、 84.8パ ーセン トになる見込みである。

ごみの減量化 とリサイクルを推進するため、第 4次 ごみ処理基本計画につい

て、令和 3年度 (2021年 度)の 中間見直 しに向けてアンケー ト調査を実施

するとともに、ごみ処理事業では、清掃工場において焼却施設及び粗大ごみ処

理施設の安定 した運転が出来るよう引き続き維持補修工事を行 うこととした。

市民の防災力を強化す るため、令和 2年度 (2020年 度)に 計画期間を終

える建築物耐震改修促進計画について、国や県計画 との整合を図 り、改訂する

こととした。

防災体制を強化するため、大規模な盛上による造成地の滑動崩落の可能性の

把握に向け、造成年代調査等の基礎資料の整理及び今後の現地調査箇所を抽出

する優先度の検討を行 うとともに、本市の強靱化度及び弱点を確認 し、事前防

災・減災 と迅速な復旧復興に資す る指針 となる地域強靱化計画を策定す ること

とした。また、災害時に避難所 となる学校の屋内運動場について、被災者の健

康を確保するため、空調機設置について検討を行 うこととした。

地域 と市の連携を強化 し、防災意識の向上、実践的な災害活動の技術を習得

するため、市民及び防災関係機関が参加する総合防災訓練を引き続き実施する

こととした。

交通事故や犯罪のない安全で安心なまちをつ くるため、運転免許証を自主返

納 した 65歳 以上の高齢者に射 して、らんらんバスの特別乗車証を配布すると

ともに、 65歳 以上の自動車運転者が、後付けのペグル踏み間違い急発進等抑

制装置を取 り付けた際の設置費に対 して新たに補助することとした。また、防

犯対策では、コミュニティ地区の犯罪発生を抑止するため、名和地区始め 10

地区に対 して防犯カメラを設置することとした。

消防・救急体制を充実 させるため、救急救命士の知識 と技術の向上を目的に

救急救命士の養成研修へ職員を派遣するとともに、施設整備では、消防庁舎に

おいて非常用発電機の更新をすることとした。

傲)産 業 。勤労

魅力のある農業を推進 し、洋ランを始めとする本市で生産 された花井の PR
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を図るため、世界 らん展に出展するとともに、県独 自のかんきつの新品種 「タ

焼け姫」の産地化 。ブラン ド化に向け、試験栽培を行 うこととし、 「夕焼け

姫」の苗木購入費を新たに補助することとした。また、農業センターの リニュ

ーアルを検討するため、調査を実施するとともに、養液栽培・炭酸ガスなどの

技術を用いた トマ トの試験栽培を実施す ることとした。

新たな産業の育成や創業を支援 し、次世代産業の振興等を図るため、市内で

長期間操業 している企業で、次世代産業分野の工場等の新設又は増設等を行 う

企業に対 し、新たに補助するとともに、市内に新設 したホテル事業者に対 し交

付金を引き続き交付することとした。

今後の中心市街地活性化の拡大に向けた方策を検討するため、太 田川駅周辺

の飲食事業者等か らアンケー ト調査や ヒア リングを行 うこととした。観光物産

プラザを起点 とした駅周辺の公共施設 と連携 したイベン トを引き続き開催す る

こととし、太田川駅周辺の飲食事業者 と連携 したイベン トや太田川駅前の歩道

空間の活用、お しゃれなスイーツの提供や フォ トスポットの設置等により 10

代から20代 の若者の集客力を高める事業を新たに実施することとした。

観光施策を計画的かつ戦略的に推進するため、関係者や学識経験者等で構成

する委員会を設置するとともに、工場夜景を観光資源 としていくため、全国工

場夜景都市協議会への加盟や、クルーズ事業の社会実験を行 うこととした。

また、都市公園やイベン トの魅力を高めるため、桜まつ り 。花火大会 。もみ

じまつ りに光 と音の演出を加 えたライ トアップ等を引き続き実施することとし

た。

市民の勤労意欲の向上を図るため、市内事業所の新規就職者に対 して、記念

品及び市の取 り組みを PRす るパンフレッ トを配布することとした。

消費生活に関する相談体制を充実 させ るため、相談体制を月に 1回、 2人体

制 となるように拡充 した。

(5)都 市基盤

地域の特性を生か した土地利用を推進するため、太田川駅周辺地区では、引

き続 き土地区画整理事業による道路・排水路の整備を進めるとともに、太田川

駅西地区では、業務代行方式による土地区画整理事業の実施 と組合設立認可を

予定 し、予備設計や路線測量等を、加木屋中部地区では、事業計画、測量及び
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換地設計業務等を、宮木島石根地区では、土地区画整理事業の組合設立認可を

受けた組合による道路舗装工事等を、名和駅西地区では、区画整理設計、地区

界測量及び地質調査業務等を実施することとした。

だれもが安全に安心 して通行できる道路をつ くるため、三ツ池線始め 8路線

では、名古屋半田線バイパス整備に伴 う関連市道の拡幅及び南加木屋駅前広場

等を整備するため、引き続き土地購入等を進めることとした。また、南柴 田 8

号線始め 2路線では、名和駅西地区にアクセス道路を整備す るため、測量及び

道路予備設計を実施することとした。早期に補修が必要 と判断された橋 りょう

を補修するため、ハノ割橋の橋 りょう維持工事を実施するとともに、順見橋等

の補修詳細設計を実施することとした。

快適に移動が しやすい交通環境をつ くるため、新池線では、県誘致施設等の

整備に合わせ、補助幹線道路を整備するため、用地測量を実施 し、養父森岡線

では、広域交通ネ ッ トワークの充実を図るため、引き続き鉄道事業者に姑 し鉄

道仮線工事に係 る経費の負担や土地購入等を進めることとした。また、向山南

北線始め 10路線では、国道 155号 の 4車線化整備に伴い補助幹線道路を整

備す るため、土地購入等を引き続き進めるとともに、太田川駅前通 り線では、

太 田川駅へのアクセス性を向上 させ るため、土地購入や物件移転補償等を進め

ることとした。

公共交通機関の利便性を高めるため、新ダイヤ・ルー ト改正を実施する循環

バスの運行経費を引き続き負担するとともに、新駅整備に合わせ、保健医療福

祉拠点周辺における交通結節点の機能強化 として、駅前広場や公立西知多総合

病院へのアクセス通路等を整備するため、土地購入及びアクセス通路整備工事

等を進めることとした。また、総合交通戦略について、上位計画の整理及び実

施計画の見直 しを進めるため、中間見直 しを実施することとした。

鉄道事業者が実施する衆楽園駅のバ リアフリー化に対 して、補助金を交付す

ることとした。

花 と緑の豊かなまちなみをつ くるため、公園整備では、防災機能を含めた緑

陽公園の土地購入や物件補償等を引き続き進めるとともに、大池公園の園路を

再整備するため、引き続き園路整備工事及び舗装打替を実施することとした。

また、大池公園の遊具改修工事を実施するとともに、既存のさくらの計画的
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な保全や植 え替えの基本計画策定及び市民ワークショップによるさくら再生の

実践活動を行 うこととした。

加木屋緑地でのヘイケボタル、アサギマグラ等の観察会を引き続き実施する

とともに、市民ワークショップによるフジバカマの植栽及びビオ トープづ くり

の実践活動を行 うこととした。

浸水対策を推進するため、 「 100 mm/h安 心プラン」に基づき、加木屋町

木之下地区の浸水対策を行 う調整池詳細設計委託を実施することとした。

良好な都市景観 と快適な住環境をつ くるため、民間建築物に吹き付けられた

建材に係 るアスベス トの含有の分析調査及び除去費に対 し補助するとともに、

耐用年数を過ぎた市営下大脇住宅の移設による建替えを行 うため、実施設計等

を行 うこととした。

(6)地域づ くり 。行政経営

地域が主役のまちづ くりを推進するため、コミュニティ周年事業への補助、

地域活動・市民活動をリー ドす る人材の育成に向けて、コミュニティが 自ら企

画・立案 し、地域の問題解決や人材発掘・育成に取 り組む事業及び町内会 。自

治会等の活動を支援するための交付金の交付を引き続き実施することとした。

また、地域ネ ッ トワーク推進モデル事業 として今後のコミュニティ活動につい

て検討するとともに、緑陽コミュニティの新たなコミュニティ活動拠点施設の

用地購入を行 うこととした。

市の施策等を効果的にプロモーションし、継続的な定住人 日の増加につなげ

るため、若い世代を対象に市の魅力を広 く発信するシティプロモーション活動

を引き続 き実施することとした。

男女共同参画を推進するため、男女共同参画基本計画の男女共同参画プラン

Ⅲの推進状況について、アンケー ト調査を引き続 き実施することとした。

すべての人が交流・共生できるまちをつ くるため、国内交流では、姉妹都市

である米沢市、釜石市及び沖縄市 との市民交流の促進に向け、交流経費を引き

続き補助するとともに、ラグビーワール ドカップ 2019を 契機 として、姉妹

者ll市である釜石市に子 どもたちを派遣 し、ラグビーを通 じた交流を行 うことと

した。

国外交流では、姉妹都市であるオース トラリア連邦マセン ドンレンジズ市 と
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現地の文化交流イベ ン トの開催に合わせ、記念品を送付するとともに、市民訪

問団を派遣することとした。また、スポーツを通 じて、お互いの市民や生徒の

交流により親睦を深めるため、マセ ドンレンジズ市の生徒を受け入れることと

した。

情報交流が図 られたまちをつ くるため、広報紙の発行、ケーブルテ レビ及び

コミュニティFMで の行政広報番組の制作・放送の委託を引き続き行 うことと

した。

効率的で健全な行財政運営を進めるため、AIを 活用 した総合案内サー ビス

(AIチ ャ ッ トボ ッ ト)や ロ ボ テ ィ ク ス 、 AI一 〇 CRを 導 入 し 、 市 民 サ ー ビ

スの向上や行政事務の効率化を図ることとした。

また、愛知県知多地方税滞納整理機構の廃上に伴い、知多 5市 5町で新たに

設置する知多地域地方税滞納整理機構により滞納処分を前提 とした地方税の滞

納整理を行 うこ渉とした。

また、平和の集いについて、多 くの参加を促 し、より多 くの次世代へ語 り継

いでいくため、子 どものオーケス トラ及び児童合唱団による演奏会を追加する

こととした。

- 13 -
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第 2令 和 2年 度 (2020年 度 )予 算 の 状 況

l総 額

(単位 千円)

△
芸 計

缶和2年度(2020年度)

当 初 予 算 額

缶和元年度(2019年度)

当 初 予 算 額 'ヒ

    車交
増減率

(%)

一 般 会 計 44,013,000 43,190,000 823,000 1,9

特 別 会 計 11,227,510 16,775,830 -5,548,320 -33.1

内

訳

国民健康保険事業特別会計 8,745,560 8,890,420 -144,860 -1.6

後期高齢者医療事業特別会

計

1,638,840 1,445,320 198,520 13.4

太田川駅周辺土地区画整理

事業特別会計

672,260 1,173,350 -501,090 -42。 7

加木屋中部土地区画整理事

業特別会計

170,850 170,850 皆 増

下水道事業特別会計 5,266,740 -5,266,740 皆 減

企 業 会 計 13,034,340 3,288,580 9,745,760 296.4

内

訳

水 道 事 業 3,147,400 3,288,580
=141,180

-4,3

下 水 道 事 業 9,886,940 9,886,940 皆 増

△
ロ 計 68,274,850 63,254,410 5,020,440 7。 9

注 水道事業及び下水道事業は、支出予算額を計上
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2 予算純計表

〈注〉一般会計からの繰出金を計上

区 分

歳 入

当初予算額
う ち 繰 入 金 等

繰入先の会計 予 算 額

一般会計 44,013,000

国民健康保険事業特別会計 8,745,560 一般会計 820,650

後期高齢者医療事業特別会計 1,638,840 一般会計 265,970

太田川駅周辺土地区画整理事業特別会計 672,260 一般会計 598,990

加木屋中部土地区画整理事業特別会計 170,850 一般会計 170,850

水道事業会計 2,680,030

下水道事業会計 10,102,500 一般会計 2,137,580

合 計 68,023,040 3,989,040

重 複 額 3,989,040 3,989,040

純 計 64,034,000
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千

歳 出

う ち 繰 出 金 等
当初予算額

繰 出 先 の 会 計 予 算 額

44,013,000 国民健康保険事業特別会計 820,650

後期高齢者医療事業特別会計 265,970

太田川駅周辺土地区画整理事業特別会計 593,990

加木屋中部土地区画整理事業特別会計 170,850

下水道事業会計 2,137,580

8,745,560

1,638,840

672,260

170,850

3,147,400

9,886,940

68,274,850 3,989,040

3,989,040 3,989,040

64,285,810
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3-般会計款別予算比較表

(歳  入) (単位 千円)

款

令和 2年度 (2020年度) 令和元年度 (2019年度)

'ヒ

    申少
′
t

(A)― (B)

増減率

%

当初予算額

(A)

構成比

%
当初予算額

(B)

構成比

%
1市税 27,519,530 62.5 27,337,760 63.3 181,770 0,7

2地方譲与税 375,200 0.9 366,380 0.8 8,820 2.4

3利子割交付金 15,000 0.0 33,000 0。 1 -18,000 -54.5

4配当割交付金 99,000 0。 2 98,000 0。 2 1,000 1.0

5株式等譲渡所得割交付金 67,000 0.2 110,000 0.3 -43,000 -39.1

6法人事業税交付金 98,000 0.2 98,000 皆 増

7地方消費税交付金 2,126,000 4.8 2,029,000 4.7 97,000 4.8

8環境性能割交付金 46,000 0.1 26,000 0.1 20,000 76.9

9地方特例交付金 154,000 0.4 212,570 0.5 -58,570 -27.6

10地方交付税 10,000 0.0 10,000 0.0 0 0,0

ll交通安全対策特別交付金 15,000 0.0 18,000 0.0 -3,000 -16.7

12分担金及び負担金 122,840 0.3 74,170 0.2 48,670 65.6

13使用料及び手数料 781,030 1.8 929,340 2.2 -148,310 -16.0

14国庫支出金 6,014,220 13.7 5,691,430 13.2 322,790 5,7

15県支出金 2,434,910 5.5 2,453,750 5,7 -18,840 -0。 8

16財産収入 243,830 0.6 211,140 0.5 32,690 15。 5

17寄附金 5,300 0.0 5,300 0,0 0 0.0

18繰入金 1,082,570 2.5 1,103,650 2.6 -21,080 -1,9

19繰越金 150,000 0,3 150,000 0.3 0 0,0

20諸収入 1,511,370 3,4 1,272,910 2,9 238,460 18,7

21市債 と,142,200 2.6 1,003,600 2.3 138,600 13.8

0自 動車取得税交付金 54,000 0.1 -54,000 皆 減

歳 入 合 計 44,013,000 100.0 43,190,000 100,0 823,000 1.9
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(歳  出)

令和 2年度 (2020年度) 令和元年度 (2019年度)

構成比

% (A)― (B)

'ヒ

    車交
款 当初予算額

(A)

構成比

%

当初予算額

(B)

増減率

%

304,210 0.7 306,430 0,7 -2,220 -0。 71議会費

3 509 760 8.0 3,531,230 8。 2 -21,470 -0,62総務費

38.1 16,073,700 37.2 719,420 4.53民生費 16,793,120

13.0 5,631,670 13.0 74,470 1.34衛生費 5,706,140

0.3 199,300 0.5 -71,950 -36.15労働費 127,350

0。 9 14,070 3.86農林水産業費 385,830 0.9 371,760

1.3 62,090 11.17商工費 622,730 1.4 560,640

18.9 448,070 5.58,583,440 19.5 8,135,3708土木費

3.1 -37,790 -2.81,304,230 3.0 1,342,0209消防費

12.2 -380,840 -7.24,902,800 11,1 5,283,64010教育費

100,000 0.2 100,000 0.2 0 0.011災害復旧費

1
３０
ね
食
υ 390 3.7 1,604,240 3.7 19,150 1.212公債費

0.1 50,000 0.1 0 0,013予備費 50 000

100.0 43,190,000 100.0 823,000 1.9歳 出 合 計 44,013,000

(
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節

令和 2年度 (2020年度) 令和元年度 (2019年度)

'ヒ

    車費

(A)― (B)

当初予算額

(A)

構成比

%
当初予算額

(B)

構成比

%
1報酬 1,926,845 4.4 475,277 1.1 1,451,568

2給料 3,079,990 7.0 3 082 760 7 l -2,770

3職員手当等 2,753,382 6.3 2,698,075 6.3 55 307

4共済費 1,305,960 3.0 1,271,998 3.0 33,962 2.7

5災害補償費 750 0,0 750 0.0 0 0.0

7報償費 215,059 0.5 234,112 0.6 -19,058 -8。 1

8旅費 104,167 0,2 50,177 0,1 53,990 107.6

9交際費 3,570 0.0 3,570 0.0 0 0.0

10需用費 2,182,690 5.0 2,165,073 5.0 17,617 0.8

11役務費 455,801 1.0 447,782 1.0 8,019 1.8

12委託料 5,773,335 13.1 5,866,682 13.6 -93,347 -1.6

13使用料及び貸借料 657,253 1.5 667,589 1.6 -10,336 -1.5

14工事請負費 2,511,562 5,7 2,645,468 6.1 -133,906 -5,1

15原材料費 7,469 0.0 7,665 0.0 -196 -2.6

16公有財産購入費 974,028 2.2 1,025,780 2,4 -51,752 -5,0

17備品購入費 278,928 0.6 219,487 0.5 59,441 27.1

18負担金、補助及び交付金 7,837,590 17.8 6,188,867 14.3 1,648,723 26.6

19扶助費 9,045,401 20.6 8,389,374 19,4 656,027 7.8

20貸付金 119,660 0.3 101,750 0.2 17,910 17.6

21補償、補壊及び賠償金 576,890 1.3 369,280 0,9 207,610 56.2

22償還金、利子及び割引料 1,710,824 3.9 1,691,678 3.9 19,146 1.1

23投資及び出資金 578,190 1.3 578,190 皆 増

24積立金 10,104 0.0 7,850 0,0 2,254 28.7

26公課費 2,092 0.0 2,219 0,0 -127 -5,7

27繰出金 1,851,460 4.2 4,100,540 9。 5 -2,249,080 -54.8

予備費 50,000 0.1 50,00o 0.1 0 0.0

0賃金 1,426,197 3.3 -1,426,197 皆 減

歳 出 合 計 44,013,000 100.0 43,190,000 100.0 2,249,197 1.9

4-般会計歳出予算節別比較表

(単位 千円)

増減率

%

305,4

-0。 1

2.0
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5-般会計予算性質別比較表

令和 2年度 (2020年度) 令和元年度 (2019年度)

当初予算額

(A)

構成比

%
当初予算額

(B)

構成比

% (A)― (B)

,ヒ    聰交 増減率

%

区 分

33,614,257 76.4 31,022,115 71.8 2,592,142 8.4消費的経費

20.1 7,171,348 16.6 1,679,015 23.4人件費 8,850,363

20.4 -709,150物件費 8,098,791 18.4 8,807,94と -8.1

784,833 l。 8 77と ,037 1.8 13,796 1.8維持補修費

9,54a,067 21,7 9,554,725 22.1 -6,658 -0.1扶助費

6,332,203 14。 4 4,717,064 10.9 1,615,139 34.2補助費等

5,302,139 12.0 5,452,505 12.6 -150,366 -2.8投資的経費

5,202,139 11.8 5,352,505 12.4 -150,366 -2.8普通建設事業費

100,000 0,2 100,000 0.2 0 0.0災害復旧事業費

ll.5 6,665,380 15.5 -1,618,776 -24.3その他経費 5,046,604

1,604,240 3.7 19,150 l,2公債費 1,623,390 3.7

0.0 2,254 28.710,104 0.0 7,850積立金

578,190578,190 1.3 皆 増投資及び出資金

119,660 0.3 101,750 0。 3 17,910 17.6貸付金

2,715,260 6.2 4,951,540 5 -2,236,280 -45.2繰出金 た

50,000 0。 1 50,000 0.1 0 0.0予備費

44,013,000 100,0 43,190,000 100.0 823,000 1.9歳 出 合 計

( 千
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6-般会計施策別予算比較表

章 節 施 策 名

第 1章 健康・福祉 。子育て
第 1 健康

1個人の自主的な健康づくりを支援する
2健康づくりを支援する社会 をつくる

第 2節 地域医療
3地域医療を り、医療が身近なところで、安心して受けられる環境をつくる

第 3節 高齢者支援
4地域で支えあう環境をつくる
5高齢者の保健 。介護 。福祉サービスを充実させる

第 4 障害者支援
6障害者に る理解を深める
7 の福祉サービスを充実させる

第 5節 子 支援

8結婚活動を応援し、子育て支援サービスを充実させる
9子どもが健やかに育つ地域社会をつくる
くり。心そだて

第 1節 学校教育
10子どもたちにとつて楽しい学校をつくる
11学校、家庭、地域が連携して子どもの健全な成長を支える

第 2節 社会教育
12 が健全で心豊かに成長できる環境をつくる
13マナーが られ思いや りにあふれる地域をつくる
14楽 しみや生きがいを感 じるまちをつくる

第 3節 スポーツ

第 4節 文化

第 5節 文化財
17郷上の歴史や文化を大切に継承する

活

第 1 環境保全

18空気がきれいで住みやすい環境を保全する
19生活排水を適切に処理する

第 2節  ごみ処理
20ま ちの環境美化を推進する
21ごみの減量化とリサイクルを推進する

第 3節 防災
22市民と市が一体となつて災 に備える

第 4節 交通安全・防犯
23交通事故や犯罪のない安全で安心なまちをつくる

第 5節 消防・救急
24消防 。救急体制を充実させる
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千円)

令和元年度 (2019年度)令和 2年度 (2020年度 )
当初予算額

(A)
構成比

%
当初予算額

(B)
構成比

% "ヒ

    較
(A)― (B)

増減率
%
3.616,359,213 37.2 15,786,944 36.5 572,269

1。 3 554,144 1,3 22,609 4。 1576,753

350,421 0。 8 300,474 0,7 49,947 16。 6

226,332 0.5 253,670 0.6 -27,338 -10.8

3,822,958 8.7 4,169,235 9.6 -346,277 -8,3

-8.33,822,958 8.7 4,169,235 9.6 -346,277

1,564,198 3.6 135,998 8,71,700,196 3.9

168,461 0.4 161,169 0。 4 7,292 4.5

1,531,735 3.5 1,403,029 3.2 128,706 9,2

6.8 376,658 12.73,333,549 7.5 2,956,891

11,183 0,0 11,510 0,0 -327 -2.8

3,322,866 7.5 2,945,381 6.8 376,985 12.8

15。 2 383,281 5。 96,925,757 15。 8 6,542,476

15.4 6,417,778 14。 9 343,536 5。 46,761,314

164,443 0.4 124,698 0。 3 39,745 31.9
-8。 14,092,468 9.3 4,455,468 10.5 -363,000

6。 0 2,604,481 6。 1 26,570 1.02,631,051

2,604,144 5。 9 2,578,609 6.0 25,535 1.0

4.026,907 0。 1 25,872 0。 1 1,035
-37,176 -7.7447,968 1.0 485,144 1。 2

0,0 27,340 0.1 -15,617 -57.111,723

961 0.0 935 0,0 26 2.8
-21,585 -4.7435,284 1.0 456,869 1.1

1,1 808,850 1.9 -347,126 -42.9461,724

1。 1 808,850 1.9 -347,126 -42.9461,724
-0。 6442,830 1.0 445,550 1.0 -2,720

445,550 1,0 -2,720 -0。 6442,830 1.0

0。 2 111,443 0,3 -2,548 -2.3108,895
-2,3108,895 0。 2 111,443 0.3 -2,548

10.5 -43,733 -1.04,511,021 10。 3 4,554,754

4.0 2,037,031 4.7 -252,510 -12.41,784,521

76.467,702 0.1 38,387 0。 1 29,315

3.9 1,998,644 4.6 -281,825 -14.11,716,819

4.5 1,788,304 4.1 184,690 10,31,972,994

650 8.08,755 0,0 8,105 0,0

4.5 1,780,199 4.1 184,040 10.31,964,239

0。 7 286,272 0,7 16,564 5。 8302,886

5.8302,886 0,7 286,272 0,7 16,564

0,3 23,733 17.8157,200 0。 4 183,467

0。 4 138,467 0。 3 23,733 17.8157,200
-5,2

0。 7 309,680 0。 7 -16,210293,470

0。 7 -16,210 -5。 2293,470 0。 7 309,680
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章 節 施 策 名

第 1節 農業

第 2節 商工業

第 3節 勤労

4

第 4節 消 生活
28安全な消費生活を する

30だれもが安全に安心して通行できる道路をつくる
第 2

第 3

第 4

5

第 1

29 の特性を生かした土地利用

31 に移動がしやすい交

34良好 景観と快適な住環境をつくる

土地開発

す る

道路・交通

をつくる

32花 と緑の豊かなまちなみをつくる
河川

33 がない地域にする

公園 。緑地

第 5節 まちなみ

36すべての人が交流 。共生できるまちをつくる

づ り 。

第 2 情報

第 3 行財政計画

6

35地域が主役のまちづくりを推進する

37情報交流が図られたまちをつくる

38効率 行財政運営を進める

第 1節 市民参加

その他 その他 (施策
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令和 2年度 (2020年度) 令和元年度 (2019年度 )

歩ヒ    聰交

(A)― (B)
増減率

%
当初予算額

(A)
構成比

%
当初予算額

(B)
オ毒厄見〉ヒ
%

901,730 2.0 921,920 2.0 -20,190 -2。 2

224,550 0.5 229,690 0.5 -5,140 -2.2

224,550 0.5 229,690 0.5 -5,140 -2.2

554,865 1.2 498,835 1.1 56,030 11.2

554,865 1.2 498,835 1.1 56,030 11.2

118,455 0.3 189,595 0,4 -71,140 -37.5

118,455 0。 3 189,595 0.4 -71,140 -37.5

3,860 0.0 3,800 0.0 60 1.6

8,860 0.0 3,800 0.0 60 1.6

6,306,090 14.3 5,568,645 12.9 737.445 13.2

1,006,207 2.3 1,148,166 2.7 -141,959 -12.4

1,006,207 2.3 1,148,166 2,7 -141,959 -12.4

2,986,909 6.8 2,658,373 6。 1 328,536 12.4

1,571,696 3.6 1,608,183 3。 7 -36,487 -2,3

1,415,213 3.2 1,050,190 2.4 365,023 34.8

と,651,265 3.7 1,454,666 3.4 196,599 13.5

1,651,265 3,7 1,454,666 3,4 196,599 13.5

539,901 1.2 90,807 0。 2 449,094 494.6

539,901 1.2 90,807 0。 2 449,094 494.6

121,808 0。 3 216,633 0。 5 -94,825 -43.8

121,808 0。 3 216,633 0。 5 -94,825 -43.8

1,102,620 2.5 1,211,689 2.8 -109,069 -9。 0

160,247 0,4 202,383 0,5 -42,136 …20,8

131,013 0,3 162,775 0,4 -31,762 …19.5

29,234 0.1 39,608 0,1 -10,374 -26.2

144,728 0。 3 141,005 0.3 3,723 2.6

144,728 0。 3 141,005 0,3 3,723 2.6

797,645 1.8 868,301 2.0 -70,656 -8。 1

797,645 1.8 868,301 2.0 -70,656 -8,1

10,739,858 24.4 10,690,580 24.8 49,278 0.5

44,013,000 100.0 43,190,000 100.0 823,000 1.9
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7 市税の状況

(単位 千円)

区   分

(項 )

令和 2年度 (2020年度) 令和元年度 (2019年度)

'ヒ

    車交

(A)― (B)

増減率

%

当初予算額

(A)

構成比

%

当初予算額

(B)

構成比

%

1市民税 8,852,600 32.2 9,247,400 33.8 -394,800 -4.3

2固定資産税 15,505,530 56。 3 14,965,660 54.7 539,870 3.6

3軽自動車税 266,700 1.0 240,400 0.9 26,300 10.9

4市たばこ税 713,000 2.6 733,000 2.7 -20 000 -2。 7

・5都市計画税 2,165,700 7.9 2,135,30(〉 7.8 30,400 1.4

6入湯税 16,000 0.0 16,000 0.1 0 0,0

合    計 27,519,580 100.0 27,337,760 100.0 181,770 0。 7
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8都市計画税の充当状況

< > 計 は、区 公

ため、充当状況を明確化するもの

9入湯税の充当状況

<注 > は 、 、消

であるため、充当状況を明確化するもの

10消費税率引上げ分に係る地方消費税交付金の充当状況

上 分に係る は 、

に要する経費に充てるため、充当状況を明確化するもの

千 円

基盤 るための目 で る

(

ための日

千円)

千円

-27-

財 源 内 訳

地 方 債 国・県支出金 都市計画税 そ の 他
区  分 歳出予算額

844557, 445,474区画整理事業等 1,003,318

273,552380,400 4,210 242,431街 路 事 業 900 593

978,390 781,1311,759,521下 水 道 事 業

197,160 4,220 46,250公 園 事 業 534,430 286,800

305,632688,447 382,815公  債  費

2,165,700
と,′と キ

1,852,039計 4,886,309

郊 面 数

667,200

下 フk消

201,370

圏 テJヽ ガネ+全薬 ,

財 源 内 訳

そ の 他地 方 債 国 。県支出金 入 湯 税
区  分 歳出予算額

269,1407 360環 境 衛 生 施 設

整 備 事 業
276 500

2,048 61,22584,742 21,469
等
業
設
事
施防

備

消

整

235 9206,914 6 592観 光振 興 事 業 249,426

00016, 566,2850 28,383計 610,668

財 源 内 訳

そ の 他地 方 債 国・県支出金
引上 げ分 の地
方消費税交付金

区  分 歳出予算額

630,358 6,822,63313,497,634 6,044,643社 会 福 祉 事 業

2,420,190428,258 240,7883,089,236社 会保 険 事 業

2,974,806186,030 288,854保 健 衛 生 事 業 3,449,690

1,160,000 12,217,62920,036,560 0 6,658,981計

<注 >



11国民健康保険事業特別会計款別予算比較表

(歳  入)

(歳  出)

(単位 千円)

(単位 千円)

款

令和 2年度 (2020年度) 令和元年度 (2019年度)
,L    砲交

(A)― (B)

増減率

%

当初予算額

(A)

構成比

%
当初予算額

(B)

構成比

%
1国民健康保険税 1,953,940 22.3 1,907,110 21.5 46,830 2.5

2使用料及び手数料 10 0.0 10 0.0 0 0.0

3国庫支出金 6,360 0.1 6,360 皆 増

4県支出金 5,768,420 66.0 5,769,910 64,9 -1,490 0.0

5繰入金 820,650 9,4 1,023,670 11.5 -203,020 -19.8

6繰越金 100,000 1.1 100,000 1.1 0 0,0

7諸収入 96,180 89,720 1.0 6 460 7.2

歳 入 合 計 8,745,560 100,0 8,890,420 100.0 -144,860 -1.6

款

令和 2年度 (2020年度) 令和元年度 (2019年度)
,L    聰交

(A)― (B)

増減率

%

当初予算額

(A)

構成比

%
当初予算額

(B)

構成比

%

1総務費 125,820 1,4 115,560 1.3 10,260 8.9

2保険給付費 5,720,030 65,4 5,736,620 64.5 -16,590 -0,3

3国民健康保険事業費納付金 2,733,390 31.3 2,875,210 32.4 -141,820 -4.9

4保健事業費 145,470 1,7 142,040 1.6 3,430 2.4

5諸支出金 10,850 0.1 10,990 0。 1 -140 …1.3

6予備費 10,000 0.1 10,000 0。 と 0 0.0

歳 出 合 計 8,745,560 100.0 8,890,420 100.0 -144,860 -1.6
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12後期高齢者医療事業特別会計款別予算比較表

(歳  入)

(歳  出)

(単位 千円)

(単位 千円)

款

令和 2年度 (2020年度) 令和元年度 (2019年度)
,ヒ    聰交

(A)一 (B)

増減率

%

当初予算額

(A)

構成比

%

当初予算額

(B)

構成比

%
1後期高齢者医療保険料 1,368,640 83.5 1,187,600 82.2 181,040 15。 2

2繰入金 265,970 16.2 253,240 17.5 12,730 5,0

3繰越金 3,200 0.2 3,450 0。 2 -250 -7.2

4諸収入 と,030 0.1 1,030 0.1 0 0.0

歳 入 合 計 1,638,840 100.0 1,445,320 100.0 193,520 13.4

款

令和 2年度 (2020年度) 令和元年度 (2019年度)
比  較

(A)― (B)

増減率

%

当初予算額

(A)

構成比

%
当初予算額

(B)

構成比

%
1総務費 42,550 2.6 53,660 3.7 -11,110 …20.7

2後期高齢者医療広域連合納付金 1,594,290 97.2 1,389,660 96.1 204,630 14.7

3諸支出金 1,000 0.1 1,000 0,1 0 0.0

4予備費 1,000 0.1 1,000 0,1 0 0.0

歳 出 合 計 1,638:840 100。 0 1,445,320 100.0 193,520 13,4
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13太田川駅周辺土地区画整理事業特別会計款別予算比較表

(歳  入)

(歳  出)

(単位 千円)

(単位 千円)

款

令和 2年度 (2020年度) 令和元年度 (2019年度)

'ヒ

    車交

(A)― (B)

増減率

%

当初予算額

(A)

構成比

%
当初予算額

(B)

構成比

%
1分担金及び負担金 19,300 2.9 19,300 皆 増

2使用料及び手数料 60 0。 0 60 0.0 0 0.0

3国庫支出金 20 600 3.1 26,000 2.2 -5,400 -20.8

4繰入金 593,990 88。 3 831,280 70.9 -237,290 -28.5

5諸収入 10 0。 0 10 0。 0 0 0.0

6市債 38,300 5,7 309,000 26.3 -270,700 -87.6

0県支出金 7 000 0,6 -7,000 皆 減

歳 入 合 計 672,260 100.0 1,173,350 100,0 -501,090 -42.7

款

令和 2年度 (2020年度) 令和元年度 (2019年度)

'ヒ

    車交

(A)― (B)

増減率

%

当初予算額

(A)

構成比

%

当初予算額

(B)

構成比

%

1土地区画整理事業費 227,580 33.9 706,070 60.2 -478,490 -67.8

2公債費 444,180 66.0 466,780 39.8 -22,600 -4.8

3予備費 500 0,1 500 0.0 0 0.0

歳 出 合 計 672,260 100.0 1,173,350 100.0 -501,090 -42,7
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14加木屋中部土地区画整理事業特別会計款別予算比較表

(歳  入)

(歳  出)

(単位 千円)

(単位 千円)

款

令和 2年度 (2020年度) 令和元年度 (2019年度)

'ヒ

    車交

(A)― (B)

増減率

%
当初予算額

(A)

構成比

%
当初予算額

(B)

構成比

%
1繰入金 170,850 100.0 170,850 皆 増

歳 入 合 計 170,850 100.0 170,850 皆 増

款

令和 2年度 (2020年度) 令和元年度 (2019年度)
比 ´較

(A)― (B)

増減率

%
当初予算額

(A)

構成比

%
当初予算額

(B)

構成比

%

1土地区画整理事業費 170,350 99,7 170,350 皆 増

2予備費 500 0.3 500 皆 増

歳 出 合 計 170,850 100.0 170,850 皆 増
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15水道事業会計款別予算比較表

(収  入)

(支  出)

(単位 千円)

(単位 千円)

款

令和 2年度 (2020年度) 令和元年度 (2019年度)

'L    
窮交

(A)― (B)

増減率

%

当初予算額

(A)

構成比

%

当初予算額

(B)

構成比

%

水道事業収益 2,344,570 87.5 2,325,920 80.8 18,650 0.8

資本的収入 335,460 12.5 550,930 19。 2 -215,470 -39.1

収 入 合 計 2,680,030 100.0 2,876,850 100.0 -196,820 -6.8

款

令和 2年度 (2020年度) 令和元年度 (2019年度)

'L    
車交

(A)一 (B)

増減率

%

当初予算額

(A)

構成比

%
当初予算額

(B)

構成比

%
水道事業費用 2,151,910 68.4 2,014,590 61.3 137,320 6.8

資本的支出 995,490 31.6 1,273,990 38,7 -278,500 -21。 9

支 出 合 計 3,147,400 100.0 3,288,580 100,0 -141,180 -4.3
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16下水道事業会計款別予算比較表

(収  入)

(支  出)

(単位 千円)

(単位 千円)

款

令和 2年度 (2020年度) 令和元年度 (2019年度)
,ヒ    車策

(A)― (B)

増減率

%
当初予算額

(A)

構成比

%
当初予算額

(B)

構成比

%

下水道事業収益 4,807,390 47.6 4,807,390 皆 増

資本的収入 5,295,110 52.4 5,295,110 皆 増

収 入 合 計 10,102,500 100.0 10,102,500 皆 増

款

令和 2年度 (2020年度) 令和元年度 (2019年度)
,ヒ     車交

(A)― (B)

増減率

%
当初予算額

(A)

構成比

%
当初予算額

(B)

構成比

%

下水道事業費用 4,756,330 48.1 4,756,330 皆 増

資本的支出 5,130,610 51.9 5,130,610 皆 増

支 出 合 計 9,886,940 100.0 9,886,940 皆 増
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